
英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

S450004 株田昌彦 デッサンⅠ

デッサンの基礎として、基本的な対象の捉え
方や道具の使用法を踏まえ、対象の持つ質
感、形態、量感、空間感といった造形要素に
ついて指導する。

芸術文化領域の全ての実技科目（絵画、彫
塑、デザイン、工芸）の基礎として意義を持
つ。

基本的な描写（対象の形態、質感、量感の描
写）の技能を修得する。相対的な対象の明暗
（正確なヴァルール）、対象の空間的な位置
関係を表現できる事を目標とする。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.3 0.1

S450012 株田昌彦 デッサンⅡ

デッサンⅠで習得した内容（対象の基本的な
捉え方）を基に、石膏像や人物の描法を指導
する。また、作家のデッサンを紹介し、タブ
ローとの関わりを明確にすることで、絵画に
おける表現意図と描画法の関係について取り
上げる。

芸術文化領域の全ての実技科目（絵画、彫
塑、デザイン、工芸）の基礎としての意義を
持つ。

石膏像や人物の造形的な特徴（プロポーショ
ン、質感、量感、空間感）を意識した描画が
出来る。木炭によるデッサンを描き、鉛筆で
の描画と異なる表現の効果について理解する
事を目標とする。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.3 0.1

S453009 梶原良成 平面構成Ⅰ

美術の全領域および美術教育の基礎となる色
彩の概論を教科書・教材を使って体系的に説
明しながら、それに対応した実技課題を行っ
ていく。あわせて、平面表現の基礎的技法に
ついて指導する。

美術実技の導入科目の一つとして、平面上の
色彩の特性について理論と実技課題による実
践により、美術の全般的な造形能力に対応す
る基礎力を身に付ける。

・色彩について、その本質や体系、心理や調
和などの基礎理論を修得する。
・基礎的な実技課題を通して、色彩の理論の
実際について、制作法とその効果について理
解する。
・絵具、筆など用具類の使用方法や水張りな
どの基本的な準備の仕方について修得する。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1

S453019 梶原良成 平面構成Ⅱ

平面構成Ⅰで修得した色彩に関する実技の成
果を基に、平面空間について、色彩と形態の
関係から構成していく実技課題を行う。平面
表現の基礎的技法についてもさらに指導す
る。

美術実技の導入科目の一つとして、平面上の
色彩の特性と形態の関係について実技課題を
行って、美術の全般的な造形能力に対応する
基礎力を身に付ける。

・色彩基礎理論について、課題を通じてさら
に理解を深め、自己の平面表現に生かせるよ
うにする。
・平面空間の構成法について、色彩と形態の
関係から理解し、与えられた条件を生かした
平面表現をできるようにする。
・絵具、筆など用具類の使用方法や水張りな
どの基本的な準備の仕方について習熟する。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1

S454007 松島さくら子 立体構成Ⅰ

イメージ・素材・空間・機能性など様々なア
プローチを通して立体を形成するための基礎
的な実技を行う。具体的な題材をイメージ化
し立体物として実現させる課題、紙・スタイ
ルフォームなどそれぞれ材質・加工要領の異
なる素材を使用し立体物を形成していく課題
を行う。

立体造形の基礎知識・技能を学習し、芸術の
領域の専門基礎力を養う授業である。

・具体的な題材をイメージ化し立体物として
実現させる課題を通し、イメージ・素材・空
間・機能性など様々なアプローチを通して立
体を形成するための基礎的な理解力を養う。
・素材の加工方法・表現方法を学び、立体表
現の基礎技法を習得する。

0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4 0.1 0.1

S454015 松島さくら子 立体構成Ⅱ

イメージ・素材・空間・機能性など様々なア
プローチを通して立体を形成するための基礎
的な実技を行う。自然物による立体構成・回
転体による構成他、3つの課題に取り組み立
体物を形成していく課題を行う。

立体造形の基礎知識・技能を学習し、芸術の
領域の専門基礎力を養う授業である。

・定められた課題テーマを通し、素材の選定
やその用途や形態のコンセプトを定め、その
イメージを形成するための基礎的な理解力を
養う。
・素材の加工方法・表現方法を学び、立体の
基礎表現技法を深める。

0.0 0.0 0 0.4 0.0 0.4 0.1 0.1

S452005 未定 彫塑Ⅰ

泥粘土を使用して自然物、人物をモデルにレ
リーフ作品を作る

美術文化領域の選択科目の一つとして、美術
に関わる全ての実技科目の基礎としての意義
を持つ。

●人間を含む自然物の観察力の向上。●表現
能力と技術の習得をする。●教授能力を身に
つける。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.3 0.1

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容

S452015 未定 彫塑Ⅱ

泥粘土を使用して自然物、人物をモデルにレ
リーフ作品を作る。

美術文化領域の選択科目の一つとして、美術
に関わる全ての実技科目の基礎としての意義
を持つ。

●人間を含む自然物の観察力の向上。●立体
表現能力と技術の習得をする。●教授能力を
身につける。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.3 0.1

S400010 高島章悟 ソルフェージュ

初見視唱、初見ピアノ演奏、リズム、聴音、
鍵盤和声等の課題を随時実践する。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する科
目。あらゆる音楽活動に必要となる基本的な
音楽能力（読譜能力・音楽聴取能力・楽典等
の知識理解能力）を修得する。

・初めて見た楽譜を準備なしで歌うことがで
きる。（初見視唱）
・初めて見た楽譜を準備なしでピアノで演奏
することができる。（初見視奏）
・楽譜に書かれたリズムを正確に再現でき
る。　　　　　　　・演奏された音を聴き取
り楽譜に記すことができる。　　　　・ピア
ノを使って和声の課題を実施することができ
る。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.2 0.2 0.2

S401007 小原伸一 声楽Ⅰ

声楽に必要な演奏基礎技能を習得するため、
グループレッスンを中心とした実技指導を行
う。レッスンでは、各自が自分の声の特徴を
把握し、改善すべき課題を認識することをふ
まえ、声楽の技能を構成する姿勢・呼吸・発
音・共鳴などを含めた発声全体について理解
を深めながら、具体的な楽曲を通して基礎技
能の能力を高める。基礎技能の一つとして、
各母音の自然な発声に重点を置いて響きのあ
る安定した発声方法の獲得を目指す。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、声楽
の基本を学ぶ。発声の基礎から声楽の演奏表
現まで、声について理解を深め自己の技能を
伸ばす。

・美しい声、理想的な発声に対するイメージ
をつかむ事ができる。
・自己の声楽発声の状況(特徴）を認識する
ことができ、より良い発声とするための課題
を明確にすることができる。
・発声上の課題に継続して取り組み、長期的
な視点から自己の発声技術の向上を目指して
取り組むことができる　　　　　　　・練習
の成果を、具体的な楽曲の中で生かして演奏
することができる。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.5 0.2 0.1

S401007 小原伸一
声楽Ⅱ

声楽Ⅰの学習内容を継続・発展して行う。声
楽Ⅰと同様に、演奏基礎技能を習得するた
め、グループレッスンを中心とした実技指導
を行う。レッスンでは、各自が自分の声の特
徴を把握し、改善すべき課題を認識すること
をふまえ、声楽の技能を構成する姿勢・呼
吸・発音・共鳴などを含めた発声全体につい
て理解を深めながら、具体的な楽曲を通して
基礎技能の能力をさらに高める。また、声楽
演奏に関する基本について実技指導を行う。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、声楽
の基本を学ぶ。発声の基礎から声楽の演奏表
現まで、声について理解を深め自己の技能を
伸ばす。

・美しい声、理想的な発声に対するイメージ
をつかむ事ができる
・自己の声楽発声の状況(特徴）を認識する
ことができ、より良い発声とするための課題
を明確にすることができる。
・発声上の課題に継続して取り組み、長期的
な視点から自己の発声技術の向上を目指して
取り組むことができる
・練習の成果を、具体的な楽曲の中で生かし
て演奏することができる。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.5 0.2 0.1

S402004 高島章悟 器楽

広く一般に行なわれている楽器リコーダー、
ギター等の技能の習得を目指し、実技を中心
に授業を進める。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、器楽
の基本を学ぶ。

リコーダー、ギター等の実技の実践を通して
演奏を学んでいく。ここで学ぶ基礎は将来の
音楽活動の土台となるものである。音楽を表
現する上で、また音楽を活動する上での基礎
的な事柄をリコーダー、ギターを通して身に
付ける。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.2 0.1 0.1

2/12



英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容

S402004 非常勤講師 伴奏法

ピアノの基礎的な技術を前提として伴奏に係
わる様々な技能、知識等の習得を目指し、実
技を中心に授業を進める。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、伴奏
法の基本を学ぶ。

伴奏法の実践を通して演奏のあり方等を学ん
でいく。ここで学ぶ基礎は将来の音楽活動を
する上での土台となるものである。音楽を表
現する上で必要な、アンサンブルの基本、楽
器・声の理解、テキスト・楽曲の理解等の基
礎的な事柄をピアノを通して身に付ける。

0.0 0.0 0.0 0.7 0.2 0.1 0 0

S401050 新井　恵美 和声Ⅰ

作曲の基礎となる和声について、三和音基本
位置の配置と連結、第１転回位置、第２転回
位置、Ⅴの７の和音を使用した課題の実施を
行う。

作・編曲を行う際の基礎を修得する。 作・編曲能力の基礎的な知識・技能を修得す
る。

0.0 0.0 0.0 0.6 0.1 0.1 0.2 0

S4101055 新井　恵美 和声Ⅱ

作曲の基礎となる和声について、和声Ⅰの学
習内容に加えて、Ⅴの９の和音、Ⅱの７の和
音、ドッペルドミナントの和音を使用した課
題の実施を行う。

作・編曲を行う際の基礎を修得する。 作・編曲能力の基礎的な知識・技能を修得す
る。

0.0 0.0 0.0 0.6 0.1 0.1 0.2 0

S407005 高島章悟 合奏Ⅰ

合奏の基礎を実技を通して学ぶ。 芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、合奏
の基本を学ぶ。

合奏における基本的な事柄を、様々な形態の
アンサンブルを通じて学ぶ。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.2 0.1 0.2

S910106 中島　望 書法演習Ａ

書のさまざまな技法を古典臨書を通して修得
する半期講座。書法演習Ａでは、図象文字か
ら隷書体、その長い変遷の歴史と近代におけ
る古代文字表現を観照し、「模様の美・型の
美」といえる時代の書（文字造形）を検証す
る。

書法演習Ａは、高等学校教員免許一種「書
道」取得には必修の科目である。演習を通し
て、書の伝統への理解を深め、技法のみなら
ず理論、鑑賞力、指導力などを養う。なお、
書の臨書は絵画におけるデッサンに通じ、各
自の計画的な自学自習の態度が求められる。

・古典臨書（写実的・表現的）の基礎的な表
現能力を修得する。
・古典研究を通して、理論、鑑賞力、指導力
を培うと同時に書の伝統文化への理解を深め
る。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

S910203 中島　望 書法演習Ｂ

書のさまざまな技法を古典臨書を通して修得
する半期講座。書法演習Ｂでは、六朝の書か
ら隋・唐代の書へ。公的書体「楷書」と私的
書体「行書」の過渡期を観照し、模様性から
個人性への時代思潮をふりかえりながら、
「楷書の本質」を考察する。

書法演習Ｂは、高等学校教員免許一種「書
道」取得には必修の科目である。演習を通し
て、書の伝統への理解を深め、技法のみなら
ず理論、鑑賞力、指導力などを養う。なお、
書の臨書は絵画におけるデッサンに通じ、各
自の計画的な自学自習の態度が求められる。

・古典臨書（写実的・表現的）の基礎的な表
現能力を修得する。
・古典研究を通して、理論、鑑賞力、指導力
を培うと同時に書の伝統文化への理解を深め
る。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

S910300 中島　望 書法演習Ｃ

書のさまざまな技法を古典臨書を通して修得
する半期講座。書法演習Ｃでは、中国漢代以
降の草書「章草」から近代の草書「近草」の
臨書、さらにわが上代様を中心とした仮名の
臨書を進めながら、草書体とその書風の変遷
を総合的に観る。

書法演習Ｃは、高等学校教員免許一種「書
道」取得には必修の科目である。演習を通し
て、書の伝統への理解を深め、技法のみなら
ず理論、鑑賞力、指導力などを養う。なお、
書の臨書は絵画におけるデッサンに通じ、各
自の計画的な自学自習の態度が求められる。

・古典臨書（写実的・表現的）の基礎的な表
現能力を修得する。
・古典研究を通して、理論、鑑賞力、指導力
を培うと同時に書の伝統文化への理解を深め
る。　　　　　　　　　　　　　　　・深い
教養・豊かな専門性・高い見識等に向けた自
学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

3/12



英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容

S910408 中島　望 書法演習Ｄ

現代の書のあり方と未来の書の表現形式を模
索する半期講座。書法演習Ｄでは、「調和
体」、「近代詩文の書」、「漢字かな交じり
の書」と呼ばれる現代の書を検証しつつ、さ
まざまな視点から新しい時代の書表現のあり
方、存在方式を実践的に考察する。

書法演習Ｄは、高等学校教員免許一種「書
道」取得には必修の科目である。演習を通し
て、書の伝統への理解を深め、技法のみなら
ず理論、鑑賞力、指導力などを養う。現代の
書の表現は、さまざまな形式を持ちはじめて
いる。それらの方式論の検証と新時代の表現
形式は個人の創造性に委ねられる。

・今日的表現形式を観照し、その表現技法、
特に構成力を修得する。
・現代書の研究を通して、理論、鑑賞力、指
導力を培うと同時に書の伝統文化への理解を
深める。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

S910505 中島　望 書法演習Ｅ

書のさまざまな技法を修得する半期講座。書
法演習Ｅでは、篆刻実習を通して、刻された
文字、鋳込まれた文字などがもつ模様的美の
本質を探る。書の美が最も顕著に現れる工藝
性について検証する。

書法演習Ｅは、高等学校教員免許一種「書
道」取得には必修の科目である。演習を通し
て、書の伝統への理解を深め、技法のみなら
ず理論、鑑賞力、指導力などを養う。なお、
書の工藝的表現は制作の行程から、各自の計
画的な自学自習の態度が求められる。

・古典的作品（遺物）を通して、その基礎的
な表現能力を修得する。
・古典研究を通して、理論、鑑賞力、指導力
を培うと同時に書の伝統文化への理解を深め
る。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

S455000 本田悟郎 美術理論

美術理論では美術とは何かという根本問題を
扱う。美術を理解するための重要な事項とし
て、美術概念の変遷、モダニズムとアヴァン
ギャルド、作品受容、美術と社会に関する諸
理論などを講義する。

総合人間形成課程の芸術文化領域専門科目で
あり、理論的な側面から、美術と社会の関わ
りについて関心と理解を深めることに対応し
ている。

美術理論を通して表象文化への関心を深め、
今日の社会における美術諸領域のさまざまな
活動に欠くことのできない基礎的な素養と論
理的思考を養うことを目標とする。

0.0 0.0 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1

S474004 梶原良成 デザイン理論

人類史上におけるあらゆるもの・空間の創造
を概観していくことで、デザインの本質を探
求する。また具体的なデザイン作品を取り上
げ、様々な角度から分析検討してデザインプ
ロセスを解きあかすことでその作品とデザイ
ン思考の関係について考察させる。

ものづくり・空間づくりを歴史的実例で学ん
で、社会の中での美術の位置付けを理解し、
さらにその意味を検証させることで、社会的
な意味における美術の存在意義の理解を深め
る。

・人間がどのようにモノ・空間をつくってき
たか歴史的実例に学んで、社会のなかでの美
術の位置づけについて理解する。
・現代の生活を形づくるモノ・空間について
多様な観点から分析・鑑賞し、それを自分の
言葉で表現できるようにする。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.1 0.3

S477003 松島さくら子 工芸理論

この講義では、各種工芸素材が、具体的にど
のように用いられ、どのような工芸作品が生
み出されてきたか、またどのような役割が
あったかを概観し、それらの工芸の多彩な表
現を知ることにより、これからの工芸の可能
性を探っていきたい。

工芸IIIまでに経験した工芸表現をさらに応
用し深め、専門性を深める授業である。

・各種工芸の歴史変遷を学習し、工芸のなり
たちや歴史的役割、多彩な表現を理解する。
・レポート課題を通し、これからの工芸の展
望・表現の提案をおこなうことで、各自の工
芸についての理解を深める。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.1 0.1 0.2

S461005 本田悟郎 美術史

西洋と日本の美術変遷を概観する。また、美
術史の通史理解に留まらず、特に近代以降の
美術概念の変遷を主要な論点として講義す
る。

総合人間形成課程の芸術文化領域専門科目で
あり、美術史を軸に文化形成への関心と理解
を深めることに対応している。

美術史研究を通して、美術理解を深めるとと
もに、表象文化への視野を広げ、社会におけ
る美術諸領域のさまざまな活動に欠くことの
できない基礎的素養を養うことを目標とす
る。

0.0 0.0 0.1 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容

S485006 山口喜雄 造形教育論

Ａ：造形教育概念の把握とその可能性を考え
る、Ｂ：子どもを軸にして造形教育像をさぐ
る、Ｃ：造形教育とその外延までもとらえ
る、以上の３部構成で受講生の造形教育への
現状理解の発表と講義という方式で行ってい
ます。また、カテゴリーや心象・適応表現、
シュタイナー教育・フレネ教育、「視覚型／
触覚型」等の発表課題を設定している。

専門教育の「選択科目」であるが、小学校図
画工作や中学校美術の授業実践を自信をもっ
て行う理論学習としての意義を持つ。

小学校図画工作や中学校美術の授業の計画・
立案や実践を行う際の造形美術教育に関する
理解を通して理念や理論の形成を目標とす
る。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.1 0.2 0.1

S486002 本田悟郎 美術教育論

美術教育論の多様な視座や美術教育の歴史的
展開を取り上げ、図画工作科および美術科教
育、さらには社会における美術教育のあり方
を考察する。

美術教育論から今日的な課題と教育観を導
き、広く教育の現場に携わる上での素養を育
むことに対応している。

社会や文化の現況を踏まえ、美術教育論から
導かれる今日的な課題を検討し、学校や美術
館の教育、また今日の社会における美術諸領
域のさまざまな活動に携わる上での素養を育
むことを目標とする。

0.0 0.0 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1

S479006 梶原良成 図法Ⅰ

図は形をつくり、それを伝達する美術の基礎
となる表現手段であり、図法には図形一般を
科学する図学と製図法が含まれる。この授業
では美術の基礎として必要となる平面図学の
基礎を主として扱う。

デザイン・工芸・絵画における図像・文様や
平面計画の基礎となる平面図形の実践的な作
図能力を修得して、デザイン・工芸・絵画の
実技を行う上での実践的基礎となる意義を持
つ。

・デザイン・工芸・絵画における図像・文様
や平面計画の基礎となる平面図形の実践的な
作図能力を修得する。
・製図用具を正しく用いて、正確で美しい図
を描けるようにする。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.3 0.2 0.2 0.1

S480004 梶原良成 図法Ⅱ

図は形をつくり、それを伝達する美術の基礎
となる表現手段であり、図法には図形一般を
科学する図学と製図法が含まれる。この授業
では美術の基礎として必要となる立体図学の
基礎を主として扱う。

デザイン・工芸（プロダクトや建造物）の図
面・レンダリングや絵画における図的表現の
実践的な作図や読図の能力を修得して、デザ
イン・工芸・絵画の実技を行う上での実践的
基礎となる意義を持つ。

・デザイン・工芸（プロダクトや建造物）の
図面・レンダリングや絵画における図的表現
の実践的な作図や読図の能力を修得する。
・製図用具を正しく用いて、正確で美しい図
を描けるようにする。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.3 0.2 0.2 0.1

S451008 株田昌彦 水彩画Ⅰ

　透明水彩を用いた静物画や人物画の制作を
通して、水彩画の基礎技法についての実技指
導を行う。

水彩画の基礎となる内容を扱い、「絵画Ⅰ」
で必要な色彩による描画法を修得し、絵画分
野の基礎的実技科目としての意義を持つ。

水彩画特有の表現法（にじみ、暈し、重色
等）を修得する。「デッサンⅠ、Ⅱ」で修得
した観察力や描写力を生かし、人物画におけ
る表情、プロポーション、明暗、動勢、臨場
感等を表現できる。
また、水彩画の基礎技能のポイント（水加
減、筆の使用法）を修得する。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.3 0.1

S451016 株田昌彦 水彩画Ⅱ

　授業の前半では、水彩画Ⅰで習得した内容
を基に透明水彩絵具を用いて細密画の実技指
導を行う。後半では、アクリル絵具を用いた
技法を小作品によって実践し、構想画制作の
実技指導を行う。

水彩画の発展的な内容を扱う。また、アクリ
ル絵具の特有の技法修得により、「絵画Ⅱ」
の導入としての意義を持つ。

　「デッサンⅠ、Ⅱ」を基礎とした観察力や
描写力を生かし、透明水彩による細密表現が
出来る。また、アクリル絵具を用いた技法に
触れ、絵画表現の幅を広げる。

0.0 0.0 0.1 0.3 0.0 0.3 0.2 0.1

S950530 松島さくら子 他美術演習Ａ

希望する美術の専門分野に基づき、担当教員
（美術の専門分野ー絵画、彫塑、デザイン、
工芸、美術理論））の指導をうけながら到達
目標を定め、演習課題に取り組んでいく。

担当教員の指導を受けながら、美術の専門分
野の到達目標を定め、知識と経験を深める授
業である。

・自らの美術の専門分野に基づき、演習課題
に取り組むことでその専門的表現について理
解を深める。
・到達目標を定め、計画的に演習課題に取り
組んでいくことができる。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.4 0.1 0.1
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容

S950535 松島さくら子 他美術演習Ｂ

希望する美術の専門分野に基づき、担当教員
（美術の専門分野ー絵画、彫塑、デザイン、
工芸、美術理論））の指導をうけながら到達
目標を定め、演習課題に取り組んでいく。

担当教員の指導を受けながら、美術の専門分
野の到達目標を定め、知識と経験を深める授
業である。

・自らの美術の専門分野に基づき、演習課題
に取り組むことでその専門的表現について理
解を深める。
・到達目標を定め、計画的に演習課題に取り
組んでいくことができる。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.4 0.1 0.1

S456009 未定 彫塑Ⅲ

泥粘土を使用して人物をモデルに立体作品を
作る

芸術文化領域の選択科目の一つとして、彫塑
における量の表現について技能及び考察を深
める。

●人間を含む自然物の観察力の向上●立体表
現能力と技術の習得。●教授能力を身につけ
る

0.0 0.0 0.1 0.3 0.0 0.2 0.3 0.1

S456018 未定 彫塑Ⅳ

泥粘土を使用して人物をモデルに立体作品を
作る。

芸術文化領域の選択科目の一つとして、彫塑
における量の表現について技能及び考察を深
める。

●人間を含む自然物の観察力の向上。●表現
能力と技術の習得をする。●教授能力を身に
つける。

0.0 0.0 0.1 0.3 0.0 0.2 0.3 0.1

S458005 松島さくら子 工芸Ⅰ

彫金の基礎的な表現方法を学習し、テーマに
沿って機能性を考慮すると共に「イメージが
金属素材を通してどう表現されるのか」とい
うことを探る実技授業である。

工芸(彫金）の基礎知識・技能を学習し、専
門性を深める授業ある。

・彫金の基本的な表現方法を修得し、テーマ
に沿って機能性を考慮すると共に「イメージ
が金属素材を通してどう表現されるのか」と
いうことを探る。
・金属素材と技法を通しどのような表現の可
能性が見いだせるのか探りながら、工芸の多
様な表現について理解を深める。

0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4 0.1 0.1

S458029 松島さくら子 工芸Ⅱ

木工芸において、材料・道具の取り扱い、加
工方法を学習し、テーマに沿って機能性を考
慮すると共に「イメージが素材を通してどう
表現されるのか」ということを探る実技授業
である。

工芸(木工）の基礎知識・技能を学習し、専
門性を深める授業ある。

・木材加工の基本的な材料・道具の取り扱
い、表現・加工方法を習得し、テーマに沿っ
て機能性を考慮すると共にどのような表現の
可能性があるのか探りながら、「イメージが
木材を通してどう表現されるのか」というこ
とを探る。
・工芸の多様な表現について理解を深める。

0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4 0.1 0.1

S917003 松島さくら子 工芸科教育法Ⅰ

工芸教育の役割、工芸の授業の具体的内容や
進行について学習し、演習課題を取り入れな
がら工芸の各専門分野に関して認識を深め、
これからの工芸教育の展望を考察することを
目的とする。演習課題に染織をとりあげ、歴
史・材料・技法を学習すると共に、工芸の授
業を実践的に展開していくための具体案を作
成する。

工芸分野の専門性を深め、幅広い表現方法及
び指導法を学ぶ授業でる。

・演習課題工程を、材料の扱い方や手順など
詳細記録し、図や写真等を織り交ぜた記録
ノートを作成することにより、工芸表現の理
解を深める。
・演習課題を通し、授業展開のしくみや指導
法の基礎について理解することができる。 0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.4 0.1 0.1

S917100 松島さくら子 工芸科教育法Ⅱ

工芸教育の役割、工芸の授業の具体的内容や
進行について学習し、演習課題を取り入れな
がら工芸の各専門分野に関して認識を深め、
これからの工芸教育の展望を考察することを
目的とする。演習課題に七宝・陶芸をとりあ
げ、歴史・材料・技法を学習すると共に、工
芸の授業を実践的に展開していくための具体
案を作成する。

工芸分野の専門性を深め、幅広い表現方法及
び指導法を学ぶ授業でる。

・演習課題工程を、材料の扱い方や手順など
詳細記録し、図や写真等を織り交ぜた記録
ノートを作成することにより、工芸表現の理
解を深める。
・演習課題を通し、授業展開のしくみや指導
法の基礎について理解することができる。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.4 0.1 0.1
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容

S481000 株田昌彦 野外美術表現演習Ａ

　屋外にて三日間にわたり、水彩画もしくは
油彩画制作の実技指導を行う。

芸術文化領域の選択科目の一つとして、風景
画における構図の組み立て方（視点、空間構
成の要点）や素材の使用法について教授し、
風景画への関心を喚起させる。また、「卒業
研究」に向けた技能の向上を図る。

自然観察を通して、風景画における造形要素
（形態、色彩、明暗、空間感）を意識した水
彩画や油彩画の制作が出来る。

0.0 0.0 0.1 0.3 0.0 0.3 0.2 0.1

S405010 木下大輔 音楽史Ａ

音楽通史（西洋音楽史を中心に） 音楽家あるいは音楽知識人たるために必要
な、音楽史（西洋音楽史を中心に）を学習す
る。修得目標に到達するために、音楽通史を
講義・演習する。

音楽家あるいは音楽知識人たるために足る、
音楽史（西洋音楽史を中心に）の能力を修得
する。 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

S4101066 木下大輔 和声Ⅲ

和声実技（その３） 音楽家あるいは音楽知識人たるために必要
な、音楽理論（エクリチュール）を学習す
る。
修得目標に到達するために、和声の実技を修
練する。

音楽家あるいは音楽知識人たるために足る、
音楽理論（エクリチュール）の能力を修得す
る。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

S404010 木下大輔 作曲Ⅰ

作曲実技・編曲実技（その１） 音楽家あるいは音楽知識人たるために必要
な、作曲法（編曲法を含む）の第１段階を学
習する。修得目標に到達するために、作曲・
編曲の実技を行う。

音楽家あるいは音楽知識人たるために足る、
作曲法（編曲法を含む）の第１段階を修得す
る。 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

S409016 石野　健二 声楽Ⅲ

声楽の基礎技能を身につけ、発声法・歌唱表
現の能力を高める。各自が自分自身の声の特
徴を知り、各音域、各母音等の発声方法を探
りながら安定した発声技術を追求する。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、声楽
の表現技能を高める。

自己の声楽発声の現状を認識し、より良い発
声を求めて訓練を重ね、歌唱能力を高めるこ
とができる。また、その能力を生かして演奏
（発表）をすることができる。

0.0 0.0 0.0 0.4 0 0.4 0.2 0

S415050 石野　健二 声楽Ⅳ

姿勢・呼吸・発音・共鳴などを含めた発声全
体について理解を深めながら学習を深める。
個々の技術的な課題と取り組みながら、楽曲
の演奏を通じて歌唱表現についても学び演奏
能力を高める。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、声楽
の表現技能を高める。

自己の声楽発声の現状を認識し、より良い発
声を求めて訓練を重ね、歌唱能力を高めるこ
とができる。また、その能力を生かして演奏
（発表）をすることができる。

0.0 0.0 0.0 0.4 0 0.4 0.2 0

S410015 非常勤講師 鍵盤楽器

各時代の鍵盤楽器（ピアノ）の作品を通し
て、演奏の技術、表現を身につける。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、鍵盤
楽器の基本を身に付ける。

ピアノの演奏技術、解釈を実技を通して学ぶ

0.0 0.0 0.0 0.7 0.2 0.1 0 0

S411010 髙原聰子 音楽史Ｂ

音楽通史（音楽民族学を含む） 音楽家あるいは音楽知識人たるために必要
な、音楽史（日本の伝統音楽および諸民族の
音楽を含む）を学習する。修得目標に到達す
るために、音楽通史（音楽民族学を含む）を
講義・演習する。

音楽家あるいは音楽知識人たるために足る、
音楽史（日本の伝統音楽および諸民族の音楽
を含む）の能力を修得する。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

S457006 梶原良成 デザインＡⅠ

平面デザイン（グラフィック、テキスタイ
ル・デザインなどの基礎的内容）を主とす
る。生活における平面メディアの創造につい
て身近なテーマの実技課題を行う。

平面構成Ⅰなどで身に付けた基礎造形能力基
に、生活空間のなかでの平面メディアの創造
について、実技課題に取り組むことで、平面
デザインに関する基礎的な力を修得する。

・課題に対して、基本的なデザインプロセス
を踏んで取り組める。
・課題として与えられたテーマに対して、生
活の視点で造形をとらえ、そこからの発想や
構想の方法の基礎を身につける。
・デザインの意図を適切なプレゼンテーショ
ンで表現できるようにする。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容

S457014 梶原良成 デザインＡⅡ

立体・空間デザイン（プロダクト、建築・環
境デザインの基礎的内容）を主とする。生活
における立体・空間メディアの創造について
身近なテーマの実技課題を行う

平面構成Ⅱなどで身に付けた基礎造形能力を
基に、生活空間のなかでの立体・空間メディ
アの創造について、実技課題に取り組むこと
で、立体・空間デザインに関する基礎的な力
を修得する。

・課題に対して、基本的なデザインプロセス
を踏んで取り組める。
・課題のテーマに対して、生活の視点で造形
をとらえ、そこからの発想や構想の方法の基
礎を身につける。
・デザインの意図を適切なプレゼンテーショ
ンで表現できるようにする。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

S406009 石野　健二 合唱

　合唱の基礎を日本の現代の合唱作品、ルネ
サンス・ポリフォニー等を通して学んでゆき
ます。合唱においては、発声理論をもとにし
た各パートの音づくり、和音の作り方、旋律
処理、旋律と和音の処理、楽曲の音楽構成、
詩と音楽の融合のさせ方等、全体をコント
ロールすることが重要であるが、それらを実
践的に学んでゆく。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、合唱
の基本を学ぶ。

合唱を作り上げてゆく際に必要な様々な工
夫、また、出来上がった合唱を発表すること
の意義等などを考えると、音楽活動の中で合
唱は非常に重要な位置にある。この授業では
合唱のおもしろさ、そして合唱をどのように
作り上げるのかといった合唱指導の基礎を実
践的に学んでゆく。

0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4 0.1 0.1

S402004 非常勤講師 和楽器

日本の伝統音楽で使われている楽器の技能の
習得を目指し、実技を中心に授業を進める。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、和楽
器の基本を学ぶ。

和楽器実技の実践を通して演奏を学んでい
く。ここで学ぶ基礎は日本人として必須のも
のであり、将来の音楽活動の土台となるもの
である。　音楽を表現する上で、また音楽を
指導する上での基礎的な事柄を筝、篠笛等の
実技を通して身に付ける。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.4 0.1 0.1

S407005 高島章悟 合奏 Ⅱ

合奏Ⅰの履修を踏まえた上で、合奏の基礎を
実技を通して学ぶ。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、合奏
の基本を学ぶ。

合奏における基本的な事柄を、様々な形態の
アンサンブルを通じて学ぶ。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.2 0.1 0.2

S483003 未定 美術実地調査演習

京都、奈良にある美術史上重要な作品を取り
上げ講義を行い、事前調査のポイントを解説
する。

芸術文化領域の選択専門科目の一つとして、
古美術に関する鑑賞の能力を高め、この分野
に対する興味関心を喚起する。

美術実地調査前に、関連する絵画・彫刻・建
築・工芸などの歴史的背景を踏まえた造形的
な特徴を理解する。また、それにより古美術
作品における鑑賞の能力を高める。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.2 0.2 0.2

S487009 未定 美術実地調査

京都、奈良にある美術史上重要な作品につい
て実地にて解説を行う。

芸術文化領域の選択専門科目の一つとして、
古美術に関する鑑賞の能力を高め、この分野
に対する興味関心を喚起する。

絵画・彫刻・建築・工芸などの歴史的重要な
作品を実見し、美術実地調査演習で行った事
前調査を基に考察を深める。また、それによ
り古美術作品における表現・鑑賞の能力を高
める。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.2 0.2 0.2

S459009 株田昌彦 絵画Ⅰ

油彩画制作における基礎的な実技指導を行
う。それと同時に油彩画の表現について歴史
上の作品や現代作家における技法及び描法を
紹介し解説する。

油彩画の基礎的な描写法について取り上げ、
素材の特徴との関連を明示することで、興味
関心を喚起させる。

油彩による素材の特徴を理解し、マチエー
ル、重層、暈し、グレージングといった技法
を駆使した対象の描写が出来る。明暗による
対象の立体感、空間感を表現する能力に合わ
せて、動勢やプロポーション、画面構成を意
識した構図を考える事が出来る。作家の作品
における素材の使用法を理解し、鑑賞の能力
を養う。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.2 0.4 0.1
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容

S459017 株田昌彦 絵画Ⅱ

　自由テーマによる絵画（油彩、水彩、鉛筆
画、パステル等）の制作について実技指導を
行う。使用素材は各自で選択し、参考とする
作家の作品における表現について考察するた
めの助言を与える。

絵画分野の発展的な内容を扱う。絵画を構想
するために必要な要素（テーマ、構図、配
色、表現様式等）は何かを理解し実践するこ
とで、絵画分野での「卒業研究」に向けた素
養を身に付けさせる。

　「デッサンⅠ、Ⅱ」、「水彩画Ⅰ、Ⅱ」、
「絵画Ⅰ」で修得した内容を応用し、自己の
絵画表現を構築できる。そのために、自分の
テーマに即したイメージをデッサンやエス
キースによって具現化し、適切な素材や表現
を選ぶ事ができる。

0.0 0.0 0.1 0.3 0.0 0.2 0.3 0.1

S470005 株田昌彦 版画A

　銅版画の制作手順および作品（レンブラン
ト、駒井哲朗等）を紹介し、技法のメカニズ
ムを講義する。それを踏まえエッチング、ソ
フトグランドエッチング、アクアチントによ
る作品制作の実技指導を行う。

芸術文化領域の選択科目の一つとして、銅版
画の表現的特徴を作品制作を通して伝授す
る。それにより、美術の教師の専門的な知識
や技能、作品鑑賞能力の向上を図る。

銅版画の特性を理解し、凹版特有の表現法に
ついて関心を高めると共に、銅版画制作を実
践し、彫り、腐食、刷りといった技術を修得
し、間接法（腐蝕によって溝をつくる）によ
る銅版画のメカニズムを理解する。

0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.2 0.3 0.1

S470013 株田昌彦 版画B

　木版画の制作手順および作品（北斎、写楽
等）を紹介し、技法のメカニズムを講義す
る。それを踏まえ単色木版、多版多色木版に
よる作品制作の実技指導を行う。

芸術文化領域の選択科目の一つとして、木版
画の表現的特徴を作品制作を通して伝授す
る。

木版画の特性を理解し、凸版特有の表現法に
ついて関心を高めると共に木版画制作を行う
事により、彫刻刀の使用法、下絵の転写、色
分解、刷りといった技能を修得する。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.3 0.1

S471009 未定 彫塑Ⅴ

全身人物をモチーフに粘土制作をする。芯棒
の組み方、粘土の付け方、石膏取り、テラ
コッタ（直付け、張り込み）方法を学ぶ

芸術文化領域の選択科目の一つとして、彫塑
Ⅰ、彫塑Ⅱで学んだ事を生かし、大作の制作
法を習得する。

●人間を含む自然物の観察力の向上。●立体
表現能力と技術の習得をする。●教授能力を
身につける。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.4 0.3 0.1

S471017 未定 彫塑Ⅵ

全身人物をモチーフに粘土制作をする。芯棒
の組み方、粘土の付け方、石膏取り、テラ
コッタ（直付け、張り込み）方法を学ぶ。

芸術文化領域の選択科目の一つとして、彫塑
Ⅰ、彫塑Ⅱで学んだ事を生かし、大作の制作
法を習得する。

●人間を含む自然物の観察力の向上。●立体
表現能力と技術の習得をする。●教授能力を
身につける。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.4 0.3 0.1

S476027 松島さくら子 工芸Ⅲ

漆工芸の基礎表現技法（乾漆他）を学習し、
テーマ「面」について、機能性を考慮すると
共に「イメージが素材を通してどう表現され
るのか」ということを探る実技授業である。

工芸(漆工芸）の基礎知識・技能を学習し、
専門性を深める授業である。

・テーマに沿った課題に取り組むことによ
り、工芸の多様な表現について理解を深め
る。
・漆工芸の知識と技能を通し、日本の工芸美
術の変遷を理解できるようになる。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.4 0.1 0.1

S476033 松島さくら子 工芸Ⅳ

設定されたテーマ「器」について、その機
能・用途・表現方法を追求しながら、漆芸・
陶芸･金工・木工などの素材を用いた表現技
法にて、イメージが素材を通してどう表現さ
れるのか、どのような表現の可能性が見いだ
せるかということを表現していく実技授業で
ある。

工芸IIIまでに経験した工芸表現をさらに応
用し深め、専門性を深める授業である。

・テーマに沿った課題の取り組みにて、自ら
具体的な表現形態を設定し、自己表現形成能
力を深める。
・素材や表現方法を選択し、表現に必要な道
具や加工方法を絞り、課題作品を実現させる
ことにより、工芸の多様な表現について理解
を深める。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.4 0.1 0.1

S482007 株田昌彦 野外美術表現演習Ｂ

　屋外にて三日間にわたり、水彩画もしくは
油彩画制作の実技指導を行う。

芸術文化領域の選択科目の一つとして、風景
画における構図の組み立て方（視点、空間構
成の要点）や素材の使用法について教授し、
風景画への関心を喚起させる。また、「卒業
研究」に向けた技能の向上を図る。

自然観察を通して、風景画における造形要素
（形態、色彩、明暗、空間感）を意識した水
彩画や油彩画の制作が出来る。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.3 0.1
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容

S473004 梶原良成 デザインＢⅠ

グラフィック・デザイン分野を主とする（映
像メディア表現を含む）。広がりを持った生
活環境の中に課題を設定して、実技を行な
う。また、コンピュータ（グラフィック・ソ
フト）を使用して、コンピュータならではの
表現技法について指導する。

デザインＡⅠで身に付けた平面デザインに関
する基礎的な力をもとに、広がりを持った現
実の生活環境のおける情報の伝達について実
技課題を設定し、それに取り組むことでグラ
フィックデザインなどの総合的な能力を高め
る。

・課題のテーマについて、対象のありかたに
見合ったデザインプロセスを各自設定して、
取り組むことができるようにする。
・課題のテーマについて、社会的なメディア
として総合的にとらえ、その多様なつながり
から発想や構想することができるようにす
る。
・作品コンセプトをわかりやすく整理された
プレゼンテーションで表現できるようにす
る。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.3 0.2 0.2

S473012 梶原良成 デザインＢⅡ

プロダクトデザイン、建築・環境デザイン分
野を主とする。広がりを持った生活環境の中
に課題を設定して、実技を行う。また図面や
模型・レンダリングなどのプレゼンテーショ
ン技法もあわせて指導する。

デザインＡⅡで身に付けた立体・空間デザイ
ンに関する基礎的な力をもとに、広がりを
持った現実の生活環境のおけるモノや空間に
ついて実技課題を設定し、それに取り組むこ
とでプロダクトデザイン、建築・環境デザイ
ンなどの総合的な能力を高める。

・課題のテーマについて、対象のありかたに
見合ったデザインプロセスを身に付けて取り
組むことができるようにする。
・課題のテーマをその社会的なメディアとし
て総合的にとらえ、その多様なつながりから
発想や構想することができるようにする。
・作品コンセプトをわかりやすく整理された
プレゼンテーションで表現できるようにす
る。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.3 0.2 0.2

S950540 中島　望 藝術学概論

多様化する藝術とその作品に関わるさまざま
な課題を探究する半期講座。藝術文化の諸分
野、美学・藝術学、音楽学、美術学などの専
門書を手がかりに、 藝術文化に対する学問
的アプローチの基礎を身につけていく。
 

  

藝術学概論のテーマは「藝術とは何か」と
いった基本的な問いからはじまる。各分野の
専門的な考察を展開する前に、美・藝術・感
性・情動についてを哲学として学ぶ。今日的
藝術の問題、あるいは閉塞的な状況を切り拓
く手がかりとして、東西の古典的文献から学
び、考察する。

・哲学の一分野としての美学・藝術学の主要
な考え方、概念を知る。
・文献講読などを通して、各専門分野におけ
る今日的課題など藝術理解を深める。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

S403000 高島章悟 指揮法

この授業では、指揮法の基本と、音楽作りの
関係を実践的に学び、合唱、合奏グループを
指導する際に必要な技術習得を内容としてい
る。

芸術文化領域専門科目の中の音楽に関する実
技科目。芸術における演奏表現の一つ、指揮
法の基本を学ぶ。

指揮は、腕・指揮棒を振る（だけ）という、
一見単純・簡単な行為に見えるが、そのメカ
ニズムは意外と複雑である。指揮者として音
楽を作り上げるという実践の中では、演奏者
と呼吸を合わせることや、人間的にコミュニ
ケーションをとることと同等に、指揮のテク
ニックが必要になる。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.3 0.2 0.2

S404020 木下大輔 作曲Ⅱ

作曲実技・編曲実技（その２） 音楽家あるいは音楽知識人たるために必要
な、作曲法（編曲法を含む）の第２段階を学
習する。修得目標に到達するために、作曲・
編曲の実技を行う。

音楽家あるいは音楽知識人たるために足る、
作曲法（編曲法を含む）の第２段階を修得す
る。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

S425100 木下大輔 音楽分析

楽曲分析実践 音楽家あるいは音楽知識人たるために必要
な、音楽分析を学習する。修得目標に到達す
るために、楽曲分析を実践する。

音楽家あるいは音楽知識人たるために足る、
音楽分析の能力を修得する。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容

S910602 中島　望 書藝制作

書の個人表現を通して、臨書で培った技法を
発展的に深める半期講座。書藝制作では、漢
字、かな、調和体、工藝書の中からテーマを
選択し、会場藝術としての形式を保つ作品制
作を行う。

書藝制作は、高等学校教員免許一種「書道」
取得には必修の科目である。演習を通して、
書の伝統への理解を深め、技法のみならず理
論、鑑賞力、指導力などを養う。なお、作品
制作の行程から、各自の計画的な自学自習の
態度が求められる。

・今日的表現形式を観照し、臨書で培った技
法を発展的に深める。
・現代書の制作を通して、理論、鑑賞力、指
導力を培うと同時に書の伝統文化への理解を
深める。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

S910904 中島　望 書道教育法Ⅰ

高等学校芸術科「書道Ⅰ」の目標、内容を理
解し、それに沿った指導法、臨書と創作など
の基礎的な技法の習得を目指す半期講座。教
員に求められる資質能力、生徒や教育の在り
方についての適切な理解. 教職への愛着実践
力を身につけていく。

書道教育法Ⅰは、高等学校教員免許一種「書
道」取得には必修の科目である。講義を通し
て、書の伝統への理解を深め、指導法のみな
らず理論、臨書力、鑑賞力などを養う。な
お、各単元目標における教材研究の必要か
ら、各自の計画的な自学自習の態度が求めら
れる。

・藝術科「書道」の教材研究の基礎的な知
識・技能を修得する。
・藝術科指導の意義と目的を理解し、効果的
な指導法の考案と実践の力を養う。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

S911005 中島　望 書道教育法Ⅱ

高等学校芸術科「書道Ⅱ・Ⅲ」の目標、内容
を理解し、それに沿った指導法、臨書と創作
などの基礎的な技法の習得を目指す半期講
座。 教員に求められる資質能力、生徒や教
育の在り方についての適切な理解. 教職への
愛着実践力を身につけていく。

書道教育法Ⅱは、高等学校教員免許一種「書
道」取得には必修の科目である。講義を通し
て、書の伝統への理解を深め、指導法のみな
らず理論、臨書力、鑑賞力などを養う。な
お、各単元目標における教材研究の必要か
ら、各自の計画的な自学自習の態度が求めら
れる。

・藝術科「書道」の教材研究の基礎的な知
識・技能を修得する。
・藝術科指導の意義と目的を理解し、効果的
な指導法の考案と実践の力を養う。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

S220002 中島　望 書道史

中国の書法史から、現代日本の書字教育、藝
術教育に至るまでの歴史を振り返る半期講
座。日本の書道の歴史は漢字の渡来から始ま
り、常に中国や朝鮮の影響下に展開してきた
が、その公的・私的・古典性・現代性・美術
性・工藝性といったさまざまな性格を観照す
る。

書の歴史は文字の歴史から個人表現の歴史へ
と移り変った。文字はすべての文化の基礎で
あり、時代性を反映しながら変遷してきた。
個人表現の歴史をどのように捉えるか。それ
が書道史を正しく捉える捉え方となる。さま
ざまな性格をもつ文字と書だけに、国、時代
ごとに異なる歴史や鑑賞法についても考察す
る。

・歴史上、文字が果たしてきた役割と意義に
関心をもつ。
・文化史として、文学や美術、工藝の歴史と
の関係を理解する。
・文字と書の変遷について、書体、書風を中
心に鑑賞（臨書）する力を深める。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

S910700 中島　望 書藝美学

書とその藝術性について主体的に考える半期
講座。書藝美学では、日本独自の藝術思想と
いえる「藝道」を起点とし、茶の湯・花道・
能・狂言などを含め、東西の美学を比較しな
がら書の本質を考察する。

書藝美学（書論・鑑賞）は、高等学校教員免
許一種「書道」取得には必修の科目である。
講義を通して、書の伝統への理解を深め、理
論、鑑賞力、指導力などを養う。なお、古典
的書論については読書によって知識を習得で
きるため、各自の計画的な自学自習の態度が
求められる。

・古典的書論から現代「諸論」を読み解き、
自らの書論を確立する。
・書とその周辺の問題を多角的に観照し、指
導力を培うと同時に書の伝統文化への理解を
深める。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

S950545 全教員 藝術文化演習Ⅰ

卒業研究Ａに繋がる半期講座。藝術文化演習
は前期にⅠ、後期にⅡを開講する。原則とし
て本科目で選んだ研究室が卒業研究に繋がる
ため、事前に各自の研究テーマを決定してお
く必要がある。藝術文化演習Ⅰ・Ⅱの内容は
卒業研究への準備課題であり、その内容は研
究室ごとに異なるが、各自のテーマに応じて
指導助言を受ける。

藝術文化演習Ⅰは卒業研究の準備であり、研
究室ごとにゼミ形式で行うが、各自に計画
性、継続性が求められる。専門書の講読や
フィールド調査、作品の分析など、夏季休暇
中に行うことも想定する必要もある。

・各自でテーマを設定し、段階的に目標を計
画的に定める力を養う。
・課題解決を進めるに当たっての計画や実
験・解析方法などの検討が担当教員指導下で
自主的に実施できる。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

11/12



英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

平成２５年度教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（芸術文化領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容

S950550 全教員 藝術文化演習Ⅱ

藝術文化演習Ⅰを経て、卒業研究Ａに繋がる
半期講座。藝術文化演習Ⅱでは、Ⅰで設定し
た課題の進度、成果などを検証・評価し、そ
れを基にさらなる研究への関心を促す。

藝術文化演習Ⅰ・Ⅱは卒業研究の準備であ
り、研究室ごとにゼミ形式で行うが、年度末
に研究発表を実施するため、夏季休暇期間中
より計画を行い、継続して卒業研究を進める
必要がある。

・各自で進める研究テーマの背景や社会的意
義が理解できる。
・文献講読や資料収集といった活動を通し
て、それらの読解、理解を高める。
・研究で実施した実験・解析結果を作品や論
文にまとめ、他者にわかりやすく説明するこ
とができる。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.2 0.1 0.1

S211003 森田香緒里 国語表現法Ⅰ

論理的文章を作成するために必要な作文技術
を、講義及び実技を通して速成する。具体的
には、西洋で1500年にわたって行われた「プ
ロギュムナスマタ」と呼ばれる作文訓練方法
を現代風にアレンジして用いる。特にⅠで
は、要約、引用、敷衍、例証等の技術を扱
う。授業では、作文課題についての講義を
行った上で、実際に文章を書かせ、相互批評
を行う。

中学校・高等学校の「国語」免許を取得する
ための選択必修科目。作文を書いて相互批評
を行う活動を通じて、自らの書く力の向上を
図り、国語教員に必要な作文技術を修得す
る。同時に、作文指導に関する知識・理解も
修得する。この科目は、３年次で、「国語教
育演習Ⅰ・Ⅱ」を受講するための必須科目で
ある。

・論理的な文章を書くために必要な作文技術
について理解する。
・西洋の伝統的な作文指導に関する理解を通
して、日本の作文指導の現代的課題について
考察する。
・多声的・複声的な文章や、譬え・実例等を
ともなった説得的な文章が書けるようにな
る。

0.0 0.0 0.1 0.4 0.1 0.1 0.3 0.0

全教員 卒業研究A

「藝術文化演習Ⅰ・Ⅱ」の履修を踏まえ、専
門教員の指導のもと、集約、または発展させ
た研究を行い、卒業論文・卒業制作として結
実さる。

藝術文化の領域において、各自がこれまで身
につけてきた知見や表現技術をもとに、その
集大成としての作品制作や論文執筆を行う。

・各自が設定する自己設計カリキュラムの到
達目標を、より創造的な論文執筆や作品制作
を行うことができる。。
・深い教養・豊かな専門性・高い見識等に向
けた自学自習の態度を養う。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.3 0.1
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